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中津市議会議員 大塚正俊



令和3年第2回定例議会（6月議会）は、6月3日から30日の28日間開
催されました。
令和3年度一般会計補正予算等の予算議案3件、条例議案9件、人事
議案12件、報告21件、その他議案2件、意見書4件の計51件が上程さ
れ、原案通り可決しました。

2



3

１．真の地方創生を実現するために

①第1次まち・ひと・しごと総合戦略の検証

②地方創生を実現するために

２．学校のルールづくりに児童、生徒の参画を

①校則（学校の決まり）の見直し

②学校のルールづくりに子ども達の参画を

３．学校施設の充実に向けて

①北部小学校の体育館はなぜ狭い

②ランチルームや多目的室の設置目的と教育的効果

③小学校の35人以下学級化で不足する教室の数及び対応方針

④学校間格差の解消

令３年６月議会一般質問の概要

■私は、一般質問で以下の項目について執行部の考え方を質しました。
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一般質問における参考資料
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一般質問における参考資料



１．令和３年度一般会計補正予算（第1・2・3号）
補正額7億5,948万円（補正後予算額423億6,274万円 ）
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令和３年６月定例議会で決まったこと。【抜粋】

□新型コロナウイルスワクチン接種事業；3億9,299万円

・接種対象者の拡大、接種期間の延長に
伴う、ワクチン接種体制の確保及びワ
クチン接種に係る経費を増額補正

・医療機関でのワクチン接種委託料、集
団接種における医師・看護師の謝礼、
会場運営・コールセンター運営委託料
など

・ワクチン接種は、国から十分なワクチ
ンの提供があれば、希望者は11月末ま
でに終了予定。

ダイハツアリーナでの集団接種
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□子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
（ひとり親世帯分）；8,741万円

・Ｒ3年4月分の児童扶養手当受給者等
・給付額；児童1人当たり5万円

□子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
（その他世帯分）；8,292万円

・Ｒ3年4月分の児童扶養手当受給者、児童（Ｒ3年3月31日時点で18
歳未満の子、Ｒ4年2月末までに生まれる新生児を含む）の養育者
・所得要件；Ｒ3年度分住民税均等割が非課税の子育て世帯など
・給付額；児童1人当たり5万円）

【相談窓口】；子育て支援課
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□コミュニケーション支援事業；34万円
・聴覚障害者に対する支援として、遠隔で手
話通訳等を行えるよう窓口体制を整備する。
・タブレット端末の購入（5台）

□新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業
；3,633万円

・緊急小口資金等の特例貸付を利用できない（借入額が限度額に達し
ている世帯）生活困窮世帯に対し、自立支援金を支給する。
・所得要件；Ｒ3年度分住民税均等割非課税世帯など
・支給額；単身世帯6万円、2人世帯8万円、3人世帯10万円

【相談窓口】；福祉政策課

タブレットによる手話通訳
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□防犯カメラ設置補助金事業；100万円
・自主防犯組織や自治会等が大分県警の補助金を活用して設置す
る防犯カメラ設置費用の一部を補助する。
・補助率1/2（補助上限；50万円）

【相談窓口】；市民安全課

□教育振興事業；3,096万円
・小、中学校にスクールサポートスタッフ25人（合計29人）
・学習指導員3人（合計10人）を追加配置する。

防犯カメラの設置イメージ
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□南部小学校施設長寿命化改良事業
；3,100万円

・雨漏りをしている体育館屋根の補修工
事

□三郷小学校施設長寿命化改良事業
；3,090万円

・雨漏りをしている校舎屋根、外壁の補
修工事



２．条例の制定、一部改正（抜粋）
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□中津市民病院事業基金条例の制定
・市民病院事業の健全な運営及び人材の育成・確保を図るための財
源となる基金を設置（今議会で病院事業会計補正予算として25億
円の基金を計上）
・Ｒ2年度末内部留保資金約37億円、流動比率600％以上（目安
200％以上）
・基金の運用益で、薬剤師確保に向けた奨学金制度を創設する予定。

健全運営を続ける市民病院
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□中津市公民館条例の一部改正
・建設中の三光コミュニティーセンター（9/22竣工予定）に図書
館、福祉保健センター機能を複合化するための条例改正
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３．財産の取得

□高規格救急自動車

・取得価格；2,283万円（1台）
・消防本部に配備
・救急車に積載する資機材は別途契約済み（1,471万円）

□高規格救急自動車

・取得価格；3,872万円（2台）
・第1方面団第6分団；大幡校区、
第13分団；今津校区植野）

高規格救急自動車
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４．人事案件

□監査委員の選任について
岡 雅一さん （満65歳、中殿在住） 新任

□教育委員会委員の任命について
本田 貴予さん （満55歳、中央町在住） 再任
『のまさ小児科院長・なかつ病児保育室セカンドマム開設』
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５．意見書【採択】

・地方財政の充実、強化に関する意見書

・教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担
制度拡充を求める意見書

・選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書

・2021年度大分県最低賃金の改正等に関する
意見書
※昨年10月より、全国で最低水準となっている

大分県の最低賃金を引き上げるよう国、県に意
見書を提出します。

※4件の意見書は私たちの会派で提出しました。
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（１）中津市の安全で快適な自転車の利用について
①危険運転や事故の状況は（特に小中高生）
②事故防止と被害軽減策は（加害者・被害者にならないために）
③より安心で快適な地域づくりには

（２）コロナ禍のＵＩＪターン
①ＵＩＪターン登録支援事業（仮称）を設けてはどうか

・地元就職または担い手を条件に奨学金、授業料を支援（現看護師等
には一部あるが）
・農業サポーター人材バンク事業の拡充
・林業担い手育成事業の拡充

８．自由討議
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最後までお読みいただき、ありがとうございました。

緊急事態宣言、まん延防止等重点措置、独自の感染対策など、次々と政府や自治体が対策は
するものの、基本的に私たちのすることは何も変わっていません。
人のいるところではマスクを着用する。飲食はできるだけ自宅で。外食の場合は無言で短時間に
済ませる。外での飲酒は控える。不要・不急の外出はしない。
多くの人がこれらを実行していますが、なかなか感染が収束しません。一方、うつ症状を訴える人
が増えていると聞きます。
感染防止対策は大切です。しかし、感染に気を付けるあまり精神の健康を害しては元も子もあり
ません。自然の中で体を動かし、オンラインでコミュニケーションも取る。
感染防止に配慮しながら、コロナストレスに対処していきましょう。

編集後記（ひとりごと）

コロナ感染症対策のため、今年も中津祇園、鶴市花傘鉾祭りの中止が決定されました。

お祭りは3密の解消が難しいので残念ですが仕方がありません。じいじのお祭りの晴れ姿を

孫に見せたかったのですが、来年までお預けです。（まさとし）

“コロナ禍のストレス対策を”
新型コロナウイルス感染症が世界中に広がって1年が過ぎまし

た。いまだに収束の兆しがみえないどころかウイルスが変異を繰
り返し、さらに広がり続けています。


